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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。
a. 特に学術的に重要と考えられるもの
臨床検査は医療の根幹を成すものであり、その進歩や品質・精度の確保が予防医学も含めた医学・医療
水準の向上につながります。本学会は、臨床検査の進歩につながる基礎研究の推進、臨床検査の品質・
精度の確保と標準化、各種ガイドライン・指針の策定、臨床検査の臨床的価値・社会的有用性に関する
客観的データの提示と提言などを、学術集会や機関誌などを通じて積極的に行っています。一例を挙げ
れば、3 年ごとに「臨床検査のガイドライン」を刊行しており、2021 年に「臨床検査のガイドライン
JSLM2021」を発行し、本年も改訂版の発行を予定しております。また、これまで発行していた邦文の
機関誌に加え、2022 年には新たに英文誌「Laboratory Medicine International(LMI)」を発刊しました。
これらの活動に加え、学会賞や学術推進プロジェクト研究費等により会員の研究活動のさらなる推進
を行っています。 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
本学会は、臨床検査に関する国際的な活動にも積極的に取り組んでいます。前述した、英文誌
「Laboratory Medicine International(LMI)」の発行もその一つです。また、臨床検査に関する国際的な
団体である世界病理・臨床検査医学会連合World Association of Societies of Pathology and Laboratory 
Medicine (WASPaLM)、ならびにアジア臨床病理・臨床医学会 Asian Society for Clinical Pathology and 
Laboratory Medicine (ASCPaLM)の活動において、過去に会員が President を務めるなど本学会が中心
的な役割を担っており、2017 年に京都において第 29 回WASPaLM World Congress、2022 年に神戸に
おいて第 17 回 ASCPaLM Congress を本学会の会員が主催し、海外から多くの参加がありました。本
学会の国際委員会では、国際学会奨励賞を設け、国際会議における若手研究者の積極的な発表を奨励し
ています。 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

本学会は、積極的に社会公共性を意識した活動を展開しています。昨今の COVID-19 パンデミックに
おきましては、新型コロナウイルス検出検査、特に核酸検査の早期臨床導入および精度管理体制の確立
を様々な方面から支援し、臨床検査の面からパンデミックの克服に寄与してまいりました。また、緊急
に対処しないと生死に関わる異常値である「critical value(パニック値)」について提言を取りまとめ、
パニック値の基準を例示するなど、医療安全上の重要課題についても積極的に貢献してまいりました
が、2024 年 6 月には提言の改訂を行いました。さらに、2002 年にとりまとめた「臨床検査を終了した
検体の業務、教育、研究のための使用について」においても、国による「人を対象とする生命科学・医
学系研究に関する倫理指針」の策定を受け、2023 年に再改訂を行い、残余検体の適切な使用による医
学研究の推進に取り組んでおります。 
一方、近年急速に臨床実装が進んでいる遺伝子関連検査に関しても、専門的な立場から当該検査の管理
を実施できる人材の育成に取り組み、ゲノム医療の安全性に貢献できるよう努めています。 



ｄ.学会運営上留意している点 

現在、医学界のみならず、社会全体においてダイバーシティの推進が大きな課題となっています。本学
会は、様々な背景や履歴を持つ医師に加え、臨床検査技師を中心とした医師以外の医療従事者など多様
性に富む人材が活躍しており、理事会や各種委員会においても多様な人材を登用することに留意して
います。国を挙げて進められている医師の働き方改革においても、学会内に「ワークライフバランス委
員会」や「地域医療における臨床検査に関する委員会」を組織し、女性医師支援や地域医療支援などの
活動により多様な働き方を提示できる体制を構築しています。 
一方、臨床検査の品質・精度の確保に係る医療法等の一部改正の施行開始に伴い、臨床検査室を的確に
管理する能力をもった臨床検査専門医を数多く養成することは本学会の責務と考えております。日本
専門医機構が定める１９の基本領域学会の一つとして、臨床検査専門医をめざす多くの専攻医を確保
し専門医育成に努めています。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

毎年行われる学術集会では、日本医学会連合が実施する加盟学会連携フォーラム共催事業に積極的に
参加し、これまで日本病理学会、日本医療情報学会、日本災害医学会などの学会との共催シンポジウム
を開催してまいりました。 
また、がんゲノム検査の進歩に対応するために日本病理学会と本学会が連携して「がんゲノム検査全般
に関する指針ワーキンググループ」を組織し、がんゲノム検査に係る指針の策定に取り組んでまいりま
した。COVID-19 に関しては、日本感染症学会と協力して「新型コロナウイルス感染症病原体検査の
指針」をはじめとして多くの指針や提言を作成しました。 
さらに専門医制度においては、サブスペシャルティの問題を含め、日本感染症学会、日本消化器内視鏡
学会、日本人類遺伝学会、日本臨床細胞学会、日本超音波医学会、日本輸血・細胞治療学会など幅広い
学会と連携しています。 


